
2022.5
No.64

理念 私たちは、誰もが人として尊重される福祉活動を通じて、地域福祉の
推進に協力し、すべての人々が住みやすいまちづくりに貢献します。

発行／社会福祉法人長野りんどう会
ライフサポートりんどう
発行責任者／宮尾美代子

〒 381-0041 長野市徳間 3222
TEL 026-239-7077
FAX 026-239-7070

http://nagano-rindou.jp
E-mail:l.s.r@bg.wakwak.com

自立訓練ってなに？
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ライフサポートりんどうの自立訓練（生活訓練）事業では、もっと生きる力をつけたいとお考えの方
に地域で暮らし続けるために必要な日常生活能力の習得や回復、向上を目指した支援を行っています。

具体的な内容と利用している当事者の方のコメントをご紹介します。
　※★→プログラムの具体的内容説明
　　♪→利用者のコメント

○日常生活能力についてのプログラム

○自己管理能力についてのプログラム

「自立訓練ってなに？？」

★一人分の簡単な料理を行っています。メ
ニュー決め・買い出しも利用者中心に取り組
んでいます。

★自分の体調の波について理解するために
保健師による「自分について知ろう」「健幸
講座」を行っています。

★長野市のゴミ収集カレンダーを参考にゴ
ミの出し方について学んでいます。

★退院したばかりの方も利用しているので
体力をつけていくためにスポーツ・ヨガ等も
行っています。

♪牛丼やスパゲッティを作りました。
職員さんが優しく教えてくれました。

♪いつも違う刺激をもらうので保健師
さんと話をして元気になります。

♪意外な分別方法で捨てる物があって
びっくりですが勉強になっています。

♪楽しく取り組んでいます。頑張って
鍛えたくてスポーツの日が楽しみです。
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○社会生活にまつわるプログラム

○余暇プログラム

★ＳＳＴ（社会生活技能訓練）を通して人と
関わる際に必要なスキルやマナー等を身に
つけていきます。

★月に一度、外出したり季節の行事など行っ
ています。外出先はメンバーミーティング等
で決めています。

★いずれ就労継続支援Ｂ型等の利用を目指
して、軽作業に取り組んでいる方もいらっ
しゃいます。

♪これまで人とあまり関わってこな
かったので、良い機会かと思います。

♪自分一人では行かれない所へ連れ
てってもらえるので、楽しいです。

♪工賃も貰えるのはうれしい。難しい作
業があまりないので取り組みやすいです。

少人数で楽しく活動していま
す。
全体でのプログラムもありま
すが、個別での面談・対応もし
ています。
ぜひ、見学・体験にお越しくだ
さい。
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スローステップは平成 15 年 4 月に開設以来、大勢の方にご利用いただいてきましたが、令和４年 3
月で長野市地域活動支援センター事業を終了しました。

♦♦　思い出のコーナー　♦♦

ご利用いただいたメンバーさんに、今までの思い出や感想を伺いました。（一部掲載）

・スローステップは、不安な時相談にのって頂いたり、家庭で過ごしているようで、とても居心地
が良く、安らぎました。ありがとうございました。（有馬裕子）

・松代の温泉、気持ち良かった。ドルチェのカレー、ケーキおいしかった。　（Ｈ . Ｋ）

・長い間、スタッフに布ぞうりなどを教えてもらいやってきて、とても勉強になって楽しくさせて
もらって良かったです。（KT）

・スローステップは癒しの場所であり、閉館すると聞いてとてもショックでした。でも、色々な思
い出がありました。仲間と話をしたりパズルや雑巾縫い、クッキングをやったりして楽しく出来
て良かったです。色々ありがとうございました。（M）

・スローステップで沢山の素晴らしいメンバーさん、スタッフさんに出会えて良かった。この出会
いを一生、大切にしたい。（P.N. 毒りんご姫）

・編み物を教わって趣味が増えました。ありがとうございました。（Y.H）

・19 年間ありがとう。（K.U）

令和４年４月からは１階が就労継続支援B（Ⅲ）型事業　ゆったりんどう（※事業内容は７ページ
参照）、２階が生活訓練事業所となります。よろしくお願いいたします。

♦♦　19年間を振り返り　♦♦

＊メンバーさん手作りの看板
がお出迎え

＊皆で色々なメニュー作って
食べましたネ

＊毎春、桜が満開！ここまで
大きな木に成長しました

＊暑い日も畑の草取りや地域
活動で側溝清掃行いました

＊館内はメンバーさん手作り
の作品が所狭しと展示

＊閉所式当日、集まった皆さ
んで
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法人からのお知らせ
１　理事会の開催について

３月２日（水）に第 94 回理事会が開催され、次の議案について審議をいただき、承認されました。また、令和３年 10 月１日以降の理
事長及び常務理事の職務の執行状況について報告しました。
⑴　承認議案第１号　令和４年度事業計画（案）について

本年度は、利用者や地域からのニーズに合った事業所にするため、各事業を見直し実施する。新たに、ワークス上駒（就労継続支援Ｂ（Ⅰ）
型）よりゆったり働ける就労事業所ゆったりんどう（就労継続支援Ｂ（Ⅲ）型）を新規開設する。

令和３年度末で閉館となった地域活動支援センター（スローステップ）の建物に、新規事業の就労継続支援Ｂ（Ⅲ）型と生活訓練事
業を配置し、また相談室も本部から移転することで今まで以上に連携の取れる体制とする。

職員の連携を大切にし、各職員が利用者支援のスキルを磨き、より一層充実した支援を目指す。また、地域共生社会の実現を目指し、
相互の役割を持ち「支え手」「受け手」という関係を超えて支え合う取り組みを目指す。

法人としては、３か年計画の２年目となり、進捗状況を確認しながら進めていく。
ライフサポートりんどうの令和４年度事業の概要として、まず、フレッシュとくま（指定生活介護事業・指定短期入所事業・指定自

立訓練（宿泊型）事業・指定自立訓練（生活訓練）事業）は、各事業ごと定められた定員を満たせるよう利用者確保に努める。また、
継続して新型コロナ等の感染予防に努め、事故やケガのないよう利用者の安全が確保できる支援を組み立てていく。

グループホーム（指定共同生活援助事業）は、国の補助金が採択されれば、新しいグループホーム（定員 10 人）の建築に向けて進め
ていく。令和５年４月の開設を見込み、令和４年度はグループホーム全体で入所者の移動も検討しなければいけない。サテライト型グルー
プホームでは、地域の住民として安定した生活を送り、８月には個人契約に移行できるよう支援していく。

指定自立生活援助事業は、生活上の諸課題を解決して安定した生活の実現を図るとともに、新規利用者の確保に取り組む。令和３年
度から利用期間の延長が可能となり、引き続き支援が必要な方については支援を継続していく。

ワークス上駒（指定就労継続支援Ｂ（Ⅰ）型事業）は、年間を通してできる外作業量を今以上に充実させ、利用者確保と更なる工賃アッ
プを目指す。自主製品の開発も進めていく。

利用者の働くことへのモチベーションアップにつながる支援をしていく。
また、就労希望者には、就労につながる支援内容の充実と聞き取りを推進していく。
ゆったりんどう（指定就労継続支援Ｂ（Ⅲ）型事業）は、令和４年度からの新規事業として、社会（地域）や仲間との繋がりを大事

にしつつ、就労にやりがいや生きがいを感じられるように支援をする。新規事業のため利用者確保と工賃となる作業の確保を図る。
就労定着支援事業では、就労した人の定着と課題の早期解決に努め、就労継続を支援する。
指定相談支援事業は、行政や他事業所と連携し、地域で暮らす障害者の福祉サービスが円滑に行われるよう、きめ細かな調整、支援

を継続する。そのために、研修などに参加し相談支援専門員のスキルアップを目指す。
ヘルパーステーションてくてく（指定居宅介護事業）では、開設３年目となり利用契約者数も徐々に増えている。りんどうが持って

いる精神障がい者支援の専門性を活かし、地域生活が継続できるよう利用者の日常生活を支えていく。居宅介護の支援の充実と更なる
利用者確保を図る。

⑵　承認議案第２号　令和４年度資金収支予算（案）について
法人全体の予算額は、収入 351,521 千円、支出 347,426 千円、予備費 4,095 千円です。
収入・支出ともに、利用者へのサービス向上に努めるとともに、提供するサービス量を的確に見積もり計上しました。
サービス別の予算額については、裏面のサービス区分別内訳書をご覧ください。

⑶　承認議案第３号　管理運営規程の改訂について
利用者や地域のニーズに添った法人経営を進めるため、指定就労移行支援事業及び地域活動支援センター（スローステップ）を廃止

し、これまでの就労の働き方を利用者にあったゆったりと働ける就労継続支援 B（Ⅲ）型事業を新たに開設する他、関係条文を整備す
るもの

⑷　承認議案第４号　経理規程の一部改訂について
地域活動支援センター事業等の廃止並びに就労継続支援 B（Ⅲ）型事業の新規開設に伴い、経理上の事業区分、拠点区分及びサービ

ス区分の削除、追加等するもの
⑸　承認議案第５号　給与規程の一部改訂について

第 93 回理事会で承認の給与の計算期間変更の際、関連部分の改訂漏れ及び寒冷地手当の廃止並びに国の経済対策として福祉・介護職
員処遇改善臨時特例交付金の支払規定を定めるもの

⑹　承認議案第６号　役員等報酬規程の一部改訂について
職員（正職・非常勤等）の時間管理をタイムカードによる勤怠システムに令和３年４月導入したことで、給与規程の給与の計算期間

及び支給日等の変更をしたが、役員等報酬規程の関連部分で一部改訂するもの
⑺　承認議案第７号　運営サービス適正化に関する規程による第三者委員の委嘱について

戸井田易氏と黒柳みよ氏の二名を再任した。任期は令和４年４月１日から令和６年３月末日までの２年間
⑻　承認議案第８号　施設長等重要な職員の選任及び解任について

地域活動支援センター事業等の廃止並びに就労継続支援 B（Ⅲ）型事業の新規開設に伴う施設長等の解任・選任するもの
⑼　承認議案第 10 号　令和３年度予算の補正について（追加）

承認議案第５号給与規程一部改訂の審議の際、「臨時特例処遇改善手当」の支払規定を新たに定めることと併せ、令和３年度予算の補
正も行うことで承認されたもの

⑽　承認議案第９号　令和４年３月評議員会の招集について
期日：令和４年３月 14 日（月）午後２時　　　場所：ワークス上駒
議案：承認議案第１号　令和４年度事業計画（案）について

承認議案第２号　令和４年度資金収支予算（案）について
承認議案第３号　役員等報酬規程の一部改訂について
承認議案第４号　令和３年度予算の補正について（追加）
報告議案第１号　運営サービス適正化に関する規程による第三者委員の委嘱について
報告議案第２号　職員の異動について

以上、開会日時議案が承認された

２　評議員会の開催について
３月 14 日（月）に令和４年３月評議員会を開催する予定であったが、法人施設内でコロナ感染者が判明（3/10）したため、急遽中止と

した。なお、感染予防のため集合開催ではなく、定款等に基づく決議の省略（書面による意思表示「同意書」）により評議員全員から同意
書が提出された。よって、提案議案の令和４年度事業計画（案）、令和４年度資金収支予算（案）、役員等報酬規程の一部改訂、令和３年
度予算の補正についての議案は評議員会の議決があったものとみなされた。
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4
0

5
0
,4
6
0

　
　
そ
の
他
の
活
動
収
入
計（
7
）

8
2
,7
5
7

3
,5
9
0

2
,2
7
3

1
,1
4
6

8
4

8
,0
4
0

9
7
,8
9
0

支 出

積
立
資
産
支
出

7
,2
4
7

7
,2
4
7

サ
ー
ビ
ス
区
分
間
繰
入
金
支
出

2
,8
1
5

4
4
1

2
,7
4
4

2
,4
4
0

1
7
,7
3
0

1
5
6

2
4
,1
3
4

5
0
,4
6
0

　
　
そ
の
他
の
活
動
支
出
計（
8
）

7
,2
4
7

2
,8
1
5

4
4
1

2
,7
4
4

2
,4
4
0

1
7
,7
3
0

1
5
6

2
4
,1
3
4

5
7
,7
0
7

　
　
そ
の
他
の
活
動
資
金
収
支
差
額（
9
）=
（
7
）-（
8
）

7
5
,5
1
0

△
2
,8
1
5

△
4
4
1

△
2
,7
4
4

△
2
,4
4
0
△
1
7
,7
3
0

△
1
5
6
△
2
4
,1
3
4

3
,5
9
0

2
,2
7
3

1
,1
4
6

8
4

8
,0
4
0

4
0
,1
8
3

　
　
予
備
費
支
出（
1
0
）

4
,0
9
5

4
,0
9
5

　
　
当
期
資
金
収
支
差
額
合
計（
1
1
）=
（
3
）+
（
6
）+
（
9
）-（
1
0
）

　
　
前
期
末
支
払
資
金
残
高（
1
2
）

1
5
6
,3
0
3

1
5
6
,3
0
3

　
　
当
期
末
支
払
資
金
残
高（
1
1
）+
（
1
2
）

1
5
6
,3
0
3

1
5
6
,3
0
3

（
単
位
：
千
円
）

－ 6 － － 7 －



ゆったりんどう開設の経緯は……
社会福祉法人長野りんどう会では、現在、通所授産施設を前身とした就労支援事業所を運営してい

ます。平成 23 年度より運営しているこの『ワークス上駒』は、利用者の皆様やご家族・地域の方、そ

の他ご協力いただいた皆様と共に、障がいを持つ方々の働く場を作ってきました。事業を行っていく

中で、現在のワークス上駒では満たしきれないニーズも聴こえるようになってきました。そういった

状況を受け、令和 4 年度より、ゆったりと自分らしく働けるような就労継続支援 B（Ⅲ）型事業『ゆっ

たりんどう』を新たに開設することになりました。

ゆったりんどうとワークス上駒の違いって？
ワークス上駒が、より多くの工賃を求めて働き、場合によっては就職などの次のステップを目指し

ていくことを重視しているのに対し、ゆったりんどうは、ゆったりと自分らしく働くことを大切にし

ています。もちろん労働に対応した工賃は出ますが、働くことを通じてやりがいを感じたり、自立し

た生活への足掛かりとしたり、人との繋がりを大切にしたりといった、働くこと・働く場所を通じて

得られる、様々なことを大切にしています。

具体的なゆったりんどうの特徴は？
ゆったりんどうの具体的なサービスや特徴は以下のよ

うになっています。

定員：10 名

場所：スローステップ 1 階・ワークス上駒＆ホール

開所：10 時～ 15 時

送迎：5km 以内（無料）

活動：�軽作業・ワークス上駒＆ホールでのカフェコーナー

の運営・法人内自動販売機の管理・相談・面接

新たな事業『ゆったりんどう』をよろしくお願いします！
ゆったりんどうの活動などは執筆時のもので、現段階では、例えばカフェコーナーの営業回数やメ

ニューなど、決まっていないことも多くあります。今後、ゆったりんどうに関わる方を中心に、協力

し合って検討・実施していきます。ゆったりんどうはできたばかりですが、職員を中心に、一生懸命、

運営していきます。どうぞ、ゆったりんどうをよろしくお願いいたします。

自分らしく働きたい！
そんな就労継続支援B（Ⅲ）型事業
『ゆったりんどう』ができました！

＜カフェコーナーイメージ＞
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フレッシュとくまが現在の事業形態になって約３年が経ちます。利用者への支援をよりよく

していく為、日々模索しています。

随時、見学・体験を受けつけております。（佐藤）

編 集 後 記

〇異動（令和４年４月１日付け）
小　林　孝　子（スローステップ）	 フレッシュとくま　に

冨　澤　李　沙（グループホーム）	 フレッシュとくま　に

和　田　美佐江（ワークス上駒）	 グループホーム　に

本　山　葉　月（居宅介護てくてく）	 ワークス上駒　に

小　沼　淳　一（ワークス上駒）	 ゆったりんどう　に

小　林　清　美（フレッシュとくま）	 ゆったりんどう　に

〇施設長（令和４年４月１日付け）
小　林　千佳子　　　相談、ゆったりんどう、居宅てくてく、フレッシュとくま（日中）

戸　谷　文　恵　　　フレッシュとくま（介護・宿泊）、グループホーム、自立生活

小　林　克　巳　　　ワークス上駒、就労定着

○入職
巾　　　招　幸　　　フレッシュとくま（令和４年４月 12 日付け）

〇退職（令和４年３月 31 日付け）
小　林　雅　夫（フレッシュとくま　当直職員）

原　田　晴　美（ワークス上駒　職業指導員・調理員）

人 事 異 動

～お詫び～
前回の会報誌 No. 63　11 月号の下記の

ページにつきまして、一部に誤りがありまし
た。深くお詫び申し上げますとともに、次の
とおりに訂正させていただきます。

会報誌　　ページ　法人への寄付金のお礼
【誤】間宮　純子　様
【正】間宮　淳子　様

ホームページをリニューアルしまし

た！　是非ご覧下さい !!

インスタグラムも随時投稿している

ので、そちらも要チェックです♪
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